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北海道大学・触媒化学研究センター・ 
物質変換化学研究部門（福岡研） 

http://www.cat.hokudai.ac.jp/fukuoka/html 
北キャンパス・創成棟4階04-310室 

見学は事前にメールで予約すること fukuoka@cat.hokudai.ac.jp 
電話：011-706-9140 

 

化学科分属説明会 2014/1/15 

http://www.cat.hokudai.ac.jp/fukuoka/html


メンバー 
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教員：  3名（福岡教授、原准教授、小林助教） 
博士研究員： 4名（中国、台湾、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ｲﾝﾄﾞ） 
研究補助員： 3名 
学生：  9名（D2-1名（学振D2）、 M2-4名、 
      M1-3名、B4-1名) 
計：  19名 



触媒化学の研究室 
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不均一系触媒の分子設計と再生可能エネルギー・資源のための 
触媒と反応の開発 
 
１．不均一系触媒によるバイオマス変換 （福岡、小林） 
 目標反応 → 触媒材料 
 
２．メソ多孔体の触媒機能 （福岡、原） 
 触媒材料 → 反応開発 
 
３．単分子層触媒の精密合成と機能 （原、福岡） 
 
大学の研究： 基礎重視 → 社会の役に立つ研究 
 
（例）ハーバー・ボッシュ法、N2 + 3H2 → 2NH3 
肥料の生産→食糧難を解決 「水と石炭と空気からパンを作る」 



A. Fukuoka et al., Angew. Chem. Int. Ed., 45, 5161 (2006) 世界初の固体触媒法セルロース分解 
H. Kobayashi, A. Fukuoka et al., ChemSusChem, 3, 440 (2010) アクセス数top25の一つ 
H. Kobayashi, A. Fukuoka et al., Green Chem., 13, 326 (2011) 2011年引用数top10の一つ 
H. Kobayashi, A. Fukuoka et al., Catal. Sci. Tech.,, 2, 869 (2012) 3-9 月アクセス数top5 入り  

不均一系触媒によるセルロース分解 
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固体触媒



A. Fukuoka et al., Angew. Chem. Int. Ed., 45, 5161 (2006) 
 
固体触媒を用いて非可食バイオマスの主成分であるセルロースの分解に世界で初め
て成功し、固体触媒法バイオマス変換の研究分野を開拓した。 
 
上の論文は被引用数214で世界2位（原著論文では世界1位） 
Web of Knowledge上でBiomass conversion, Heterogeneous catalystを検索 
 

世界初のセルロース分解 
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サトウキビ搾りかすの分解 

Steam-activated carbon 
BA50 (Ajinomoto)  
 
BET 1300 m2 g-1 

COOH 80 μmol g-1 

COOR 30 
OH          100 
 
pH 6.9 
Fe 0.004% 

Kobayashi, Yabushita, Fukuoka, ACS Catal., 3, 581 (2013). 
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Cellulose

推定反応機構 

強酸は不要 
酵素の反応機構に類似 

目標： 
酵素を超える人工触媒の開発 



プレスリリース 
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科研費基盤研究（S) 
JST-ALCA 



メソ多孔体の触媒機能 

冷蔵庫内で発生するエチレンは他の食品の熟成を促進する → 腐敗 
Pt/メソポーラスシリカは低温エチレン完全酸化を達成（99.8％以上） 

 
C. Jiang, K. Hara, A. Fukuoka, Angew. Chem. Int. Ed., 52, 6265-6268 (2013)  
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プレスリリース 
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ACS C&EN May 20, 2013 
アメリカ化学会会員誌 

海外・国内の反響 
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問合せ多数 
食物への関心が大きい 
 
実用化の可能性あり 



新聞掲載 



北海道新聞 
2013/7/11 夕刊 
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国際会議の開催、発表 
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http://www.shokubai.org/ishhc16/photo/P8064678.JPG


研究室生活 

•准教授、助教が実験の直接指導 
•毎月教授とDiscussion（月例報告書提出）、3ヵ月毎に研究室会議
で報告、年2回中間報告会 
•全員レジュメを英語で作成、院生は英語でプレゼン。英語が嫌い
な人は望まない。外国人ポスドクが教育に参加。 
•常に研究成果の論文発表をめざす。一定以上の研究レベルに達
することを求める。 
•コアタイム（月～金，9:15～18:00）。ただし、夜、土日に研究をする
ことも多い。 
•受身にならない、新しいことを勉強する、納得がいくまで実験する。 
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進路 
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ポスドク，研究員： 
 
愛媛大学・助教 
東京大学・研究員 
大連化学物理研究所・准教授 
インド国立化学研究所・研究員 
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ･ｱｰｻﾇﾗｰ大学・助教 
産総研・研究員 
北大電子研・研究員 

院生： 
 
東京工業大学 
出光興産 
（財）材料科学技術振興財団 
信越化学 
JX日鉱日石 
三菱化学 
三井化学 
旭化成 
クラリアント触媒 
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